
ア
メ
リ
カ
滞
在
記 

、
⑭ 

ハ
ワ
イ
の
島
々 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

霧
野
萬
地
郎 

 

 

▼
常
夏
の
天
国
、
ハ
ワ

イ
は
仕
事
の
訪
問
は
一

度
だ
け
ホ
ノ
ル
ル
に
立

寄
っ
た
が
、
家
族
と
共

に
何
度
か
に
分
け
て

島
々
を
訪
問
す
る
事
が

で
き
た
。 

▼
日
本
列
島
の
様
に
大

陸
か
ら
移
動
し
て
出
来

た
島
と
は
異
な
り
、
ハ

ワ
イ
の
島
々
は
海
底
火

山
の
噴
火
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
。
こ
の
為
に
、
独

自
の
生
態
系
を
残
し
て
い
る
。
西
暦
３００
年
か
ら

750
年
ぐ
ら
い
に
最
初
の
人
間
が
渡
っ
て
来
た
と
云

う
。
ポ
リ
ネ
シ
ア
か
ら
戦
い
に
敗
れ
、
カ
ヌ
ー
に

乗
っ
て
数
百
キ
ロ
を
逃
れ
て
ハ
ワ
イ
に
辿
り
つ
い

た
の
が
先
住
ハ
ワ
イ
人
と
言
わ
れ
る
。
そ
の
航
法

は
星
を
羅
針
盤
と
し
た
ポ
リ
ネ
シ
ア
航
法
だ
。 

 

１
７
７
８
年
に
キ
ャ
プ
テ
ン
・
ク
ッ
ク
の
来
訪

か
ら
欧
州
人
の
逗
留
が
始
ま
る
。
１
７
９
５
年
に

カ
メ
ハ
メ
ハ
大
王
に
よ
る
ハ
ワ
イ
統
一
を
経
て
19

世
紀
に
な
る
と
、
欧
州
人
は
ハ
ワ
イ
の
白
壇
を
中

国
に
輸
出
し
た
。
白
檀
が
取
り
尽
さ
れ
る
と
、
次

に
捕
鯨
基
地
と
し
て
島
の
経
済
は
成
り
立
っ
た
。

19
世
紀
末
か
ら
砂
糖
産
業
が
、
続
い
て
パ
イ
ナ
ッ

プ
ル
産
業
が
立
ち
上
が
り
、
多
く
の
移
民
が
ア
ジ

ア
か
ら
農
民
と
し
て
入
っ
た
。
１
８
９
８
年
に
米

国
に
併
合
、
そ
し
て
、
20
世
紀
に
な
る
と
、
米
国

の
重
要
な
軍
事
基
地
と
し
て
島
の
経
済
を
潤
し
、

更
に
１
９
５
９
年
に
州
に
昇
格
し
観
光
や
リ
ゾ
ー

ト
へ
も
力
を
入
れ
た
。 

▼
オ
ア
フ
島
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ヘ
ッ
ド
に
登
れ
ば

ホ
ノ
ル
ル
の
街
と
海
岸
が
一
望
で
き
る
。
旧
火
山

の
火
口
の
底
面
か
ら
登
る
。
一
般
的
な
コ
ー
ス
な

の
で
、
迂
闊
に
も
簡
単
な
素
足
に
サ
ン
ダ
ル
履
き

で
行
っ
た
が
、
山
へ
入
る
と
道
は
狭
く
急
峻
だ
。

「
履
き
慣
れ
た
靴
、
日
除
け
帽
子
、
十
分
な
水
を

準
備
す
べ
し
」
と
掲
示
さ
れ
て
い
る
。
山
道
入
口

か
ら
山
頂
ま
で
高
低
差
171
ｍ
を
30
分
位
か
け
る
。

途
中
に
階
段
や
ト
ン
ネ
ル
も
あ
り
、
最
後
は
四
層

建
て
の
砲
撃
統
制
所
の
金
属
階
段
を
３
階
ま
で
登

る
。
山
頂
の
展
望
台
は
狭
く
人
が
溢
れ
て
い
た
。

そ
こ
か
ら
は
エ
メ
ラ
ル
ド
色
の
海
、
整
然
と
し
た

ワ
イ
キ
キ
の
ホ
テ
ル
ビ
ル
な
ど
が
一
望
で
き
た
。 

真
珠
湾
の
ア
リ
ゾ
ナ
記
念
館
が
印
象
深
い
。
真

珠
湾
攻
撃
で
撃
沈
さ
れ
た
戦
艦
ア
リ
ゾ
ナ
と
、
亡

く
な
っ
た
千
人
以
上
の
乗
組
員
を
追
悼
し
、
「
真
珠

湾
攻
撃
」
の
記
念
施
設
と
な
っ
て
い
る
。
海
底
か

ら
海
中
に
沈
ん
だ
戦
艦
か
ら
オ
イ
ル
が
漏
れ
だ
し

て
お
り
、
海
面
ま
で
上
昇
し
て
い
る
の
を
目
視
で

き
る
。
こ
の
オ
イ
ル
は
「
ア
リ
ゾ
ナ
の
涙
」
と
も

云
わ
れ
る
。
多
く
の
ア
メ
リ
カ
人
観
光
客
の
中
で
、

そ
の
場
に
居
る
些
か
の
心
地
悪
さ
を
感
じ
た
。 

 

 

遠
雷
や
人
み
な
黙
の
真
珠
湾 

 

▼
マ
ウ
イ
島
は
二
つ
の
島
で
あ
っ
た
も
の
が
、
現

在
の
島
南
東
部
に
位
置
す
る
ハ
レ
ア
カ
ラ
火
山
の

噴
火
に
よ
り
流
れ
出
た
溶
岩
で
繋
が
り
、
今
の
形

と
な
っ
た
。
ド
ラ
イ
ブ
で
島
を
巡
り
、
く
ね
く
ね

と
曲
が
る
道
路
は
海
沿
い
、
そ
し
て
、
そ
の
対
照

的
な
渓
谷
や
緑
多
き
森
林
を
走
り
抜
け
る
。
島
中

西
部
の
港
町
ラ
ハ
イ
ナ
は
、
か
つ
て
ハ
ワ
イ
王
朝

の
古
都
で
あ
り
、
19
世
紀
に
は
捕
鯨
基
地
と
し
て

栄
え
た
。 

ダイヤモンドヘッドからホノルル 



 
 

 
バ
ナ
ナ
の
葉
を
か
ざ
し
飛
沫
の
渓
谷
へ 

 

▼
カ
ウ
ア
イ
島
は
ハ
ワ
イ
諸
島
の
最
北
端
に
位
置

す
る
。
ほ
ぼ
円
形
の
島
の
中
央
に
標
高
１
５
６
９

ｍ
ワ
イ
ア
レ
ア
レ
山
が
聳
え
、
太
平
洋
上
か
ら
の

貿
易
風
を
遮
る
た
め
に
、
島
東
部
と
島
西
部
で
は

極
端
に
気
象
状
況
が
異
な
る
。
山
頂
付
近
で
は
そ

の
特
異
な
条
件
か
ら
か
年
間
千
ミ
リ
の
降
雨
量
を

記
録
す
る
。
こ
の
豊
富
な
降
水
に
よ
る
侵
食
作
用

で
ハ
ワ
イ
の
グ
ラ
ン
ド
キ
ャ
ニ
オ
ン
と
も
例
え
ら

れ
る
ワ
イ
メ
ア
渓
谷
、
鋭
い
山
肌
の
露
出
し
た
断

崖
を
眺
め
る
カ
ラ
カ
ウ
な
ど
、
独
特
の
景
観
を
形

成
し
て
、
展
望
台
か
ら
の
眺
め
は
他
の
ハ
ワ
イ
諸

島
と
は
異
な
る
景
観
が
見
ら
れ
た
。 

  

屹
立
の
青
嶺
の
裾
は
太
平
洋 

 

▼
ハ
ワ
イ
島
は
ハ
ワ
イ
諸
島
で
最
大
の
島
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
「
ビ
ッ
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
」
の
愛
称
、
こ

こ
も
レ
ン
タ
カ
ー
で
島
内
を
巡
る
。
通
過
す
る
ヒ

ロ
や
コ
ナ
は
静
か
な
街
で
保
養
地
だ
。 

今
で
も
火
山
活
動
が
続
い
て
い
る
キ
ラ
ウ
エ
ア

火
山
の
熔
岩
原
に
入
っ
た
が
、
道
路
が
熔
岩
で
寸

断
さ
れ
、
歩
い
て
更
に
進
む
も
、「
立
入
禁
止
」
の

標
識
が
あ
り
、
そ
こ
ま
で
だ
っ
た
。
そ
の
先
の
海

壁
か
ら
熔
岩
の
海
に
落
ち
る
白
い
湯
気
が
立
っ
て

い
る
の
が
見
え
る
。 

 

熔
岩
覆
う
黒
き
大
地
や
夏
の
雲 

 

夏
の
海
望
む
移
民
の
和
式
墓
地 

 ▼
１
９
９
０
年
は
帰
国
し
て
日
本
に
住
ん
で
い
た

が
、
そ
れ
ま
で
在
米
中
に
各
地
を
出
張
で
使
っ
た

航
空
会
社
の
溜
ま
っ
た
マ
イ
レ
ー
ジ
を
使
い
切
っ

て
、
家
族
全
員
で
往
復
ビ
ジ
ネ
ス
ク
ラ
ス
の
贅
沢

な
ハ
ワ
イ
旅
行
を
安
価
で
楽
し
ん
だ
。
旅
を
終
え

て
の
帰
国
便
で
は
、
機
長
が
わ
ざ
わ
ざ
我
々
の
席

へ
挨
拶
に
来
て
、
こ
れ
ま
で
の
利
用
に
謝
辞
を
述

べ
に
来
た
。
そ
し
て
、
記
念
の
シ
ャ
ン
パ
ン
を
頂

い
た
。
当
時
の
日
本
の
航
空
会
社
で
は
、
こ
ん
な

事
は
無
か
っ
た
。
マ
イ
レ
ー
ジ
を
使
っ
た
無
賃
の

乗
客
へ
は
些
か
冷
た
い
目
線
で
接
遇
さ
れ
た
記
憶

が
あ
る
。
当
時
の
顧
客
へ
の
日
米
の
考
え
方
の
違

い
な
の
だ
ろ
う
か
。 

▼
２
０
１
１
年
に
は
タ
ン
ザ
ニ
ア
生
ま
れ
の
次
男

が
結
婚
式
を
オ
ア
フ
島

で
挙
げ
、
久
々
に
訪
ね

た
。
ハ
ワ
イ
の
結
婚
式

は
若
い
カ
ッ
プ
ル
の
憧

れ
で
も
あ
り
、
日
本
側

と
連
携
さ
れ
た
現
地
側

の
式
準
備
も
素
晴
ら
し

か
っ
た
。
両
家
の
身
近

な
家
族
が
集
ま
る
印
象

深
い
結
婚
式
だ
っ
た
。 

ホ
ノ
ル
ル
の
街
や
ワ
イ
キ
キ
の
白
浜
は
正
に
南

国
の
楽
園
で
、
ア
ロ
ハ
シ
ャ
ツ
の
世
界
は
リ
ラ
ッ

ク
ス
の
極
み
だ
。
こ
の
時
は
、
オ
ア
フ
島
内
を
観

光
バ
ス
で
巡
り
、
タ
ロ
イ
モ
や
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
畑
、

サ
ー
フ
ァ
ー
憧
れ
の
島
北
端
の
海
岸
、
横
綱
・
曙

の
出
身
地
な
ど
、
レ
ン
タ
カ
ー
で
は
見
つ
け
難
い

所
へ
連
れ
て
行
っ
て
貰
っ
た
。
ハ
ワ
イ
に
は
観
光

客
を
楽
し
ま
せ
る
様
々
な
仕
掛
け
が
用
意
さ
れ
、

正
に
観
光
立
国
だ
と
思
う
。 

 

幼
子
の
指
立
て
「
ア
ロ
ハ
」
風
涼
し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

続
く 

結婚式へ向かう新郎新婦 


